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1 本書は，昭和55年度の国庫補助金を得て，広島県教育委員会が行った石鎚椛現古墳群（福山市

駅家町今岡所在）の発掘調査報告である。

2本書の執筆は，嶋田滋・新谷武夫・福島政文が分担して行い，新谷が編集した。

3遺構・遺物の実測・整図は，執筆者で分担し，写真撮影は嶋田が行った。

4本古墳群の理解を深めるために，本書と同時に刊行される『石鎚椛現遺跡群』 （財団法人広島

県埋蔵文化財調査センター発行）を併読されたい。



I はじめに

本書は大橘地区農地開発事業に係る遺跡の発掘調査報告である。大橋地区農地開発事業は福

山市の急速な工業化に伴い，既存農地の転用などにより野菜生産農家の環境条件が薪しく劣懸

となったので，良い立地条件を持つ駅家町大橋地区に普通畑を造成し，野菜生産団地を造成す

ることを目的とするものである。開発地区の総面積は755〃α，造成面積は49.2"αである。昭和

47ｲドに基本計画が申請され，昭和53年3月県農政部長から県教育長あてに，事業地内における

埋蔵文化財の有無について照会があった。県教委は同年4月分布調査を実施し，逝跡6ケ所と

試掘必要地点l1ケ所を確認し，その旨を回答した。昭和54イド9月県農政部長から昭和55fl疫開

発地区内の試掘調査の依頼があり，同月向永谷1ケ所，大橋2ケ所を調査した結果，大橋にお

いて，住li'}跡・TII.M'i・ﾆﾋ城僻などを検出した。 11月県農政部長から設計変災が不II1能な為，昭

和55ｲ|疫開畑地区内の避跡について発掘調査の依頼があり，昭和55年8月文化庁長官あて発掘

ﾙi1を提出した。現地での発掘調査は昭和55年9～10月，昭和56年1月の2LIIに分けて実施し

た。また調査経1'iは370万円（国庫185万円，県負担分185万円）で実施した。

調査を実施するにあたり，広島県福山農林事務所芦品土地改良事業所，福山市教育委員会，

地元大橋・今岡・向ﾉjく将地区の方々から多大な援助と協力を受けた。記して謝意を表したい〆
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I調査の概要

本遺跡は，県営大橋地区農地開発事業地の南東部隅の一角にある。標高70～75m,水出面か

らの比高35～40mの丘陵尾根上に立地する。調査は，東方にのびる尾根先端付近の鞍部（東西

60畑，幅9～19m,総面穣約790㎡）について実施した。調査区域内には当初古墳2基が確認

されていたが，全面にわたり表ﾆﾋを除去した結果，新たにTI『城1基と土城蕊1基を検出した。

発掘調査は，古墳3基・土城雄1基について行った。 1I蛾は尾根線上に一面線に並び，西方か

ら石鎚権現第6号古戦・同第7号古墳・同第8号古城とし，土拡来については，号数を省いて

呼称することにした。

第6号古墳は，尾根鞍部に位置し，東西両側の地山を溝状に掘削し，方形の墳丘（7×7．5

m)を造り出したものである。墳丘上部は相当量流失しており，主体構造の詳細は不明である

が，主体底部とみられる部位には，小礫が敷きつめられていた。城丘東裾部において，土師器

破片1が出土した。

第7号古墳は，西側の溝を第6号古戦と共有し，東側も地山を掘削して方形の戦丘（6．5×

7m)を造り出している。主体は二重土堪で，組合せ式木棺が埋置されていたと考えられる。

主体部直上から小型素文鏡1面が出土した。

第8号古城は，尾根先端に位置する円壌（径14汎）で，主体部は紺式石棺と土拡の二つが確

認された。墳丘は地山を掘削して整形したもので，朧土部分はわずかであった。箱式石棺から

は刀子片と被葬者の歯が出土した。土拡には割竹形木棺が埋置されていたものとみられる。

土拡墓は，第7号古墳の東側，第8号古壌西側墳丘裾部に位置する。長さ約3.2脱，幅約1.1

師，深さ約0.8mの二重土拡である。土城内には割竹形木棺が埋置され，木棺直上から鉋1 , zI3

師器片1が出土した。

近
87

，6 四

一一・■'･～一一・■'･～一一・■'･～－－＝、一一一一.■'･～－－＝－－＝

ーー

7

蕊
こ⑳

豆
ｰ－ｰ－ 一一■■■一一■■■一一■■■

20m0

第1図孑i鎚朧現第6～8号古墳全体図(1/4") (数字＝古頃・主体番号, D=土埴墓）
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」

Ⅲ検出の遺構と遺物

1． 第6号古墳（図版2．6）

本古墳は，第7号古墳と溝を境に接し，第5号古頃の東約40腕，第8号古墳の西約25mに位

置する。標高約70肌，水田面からの比高約40疵，幅7～lOmの細い尾根上に立地している。墳

丘は，尾根に薩交する2本の溝（幅l.6～2.2771,深さ0.4～0.677z)を掘削し，その溝内の土を

盛ったものである。現存の盛土部分は， 10～15c鯛の厚さで象られるが，大部分は流失したもの

と考えられる。墳丘の形態は方形で，長さは東西7.5沈，南北7畑，高さは現在1.277zである。

墳形は，南辺が北辺より許干短い（約2m）ので， ほぼ， 台形を呈している。 また， 西側の

溝は，南側がゆるく湾曲して掘られており，南東隅はやや丸味をもっている。
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第2図第6．7号古墳実測図（1/2帥）
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第3図第6号古墳墳丘断面図（1/1帥）

暗褐色士 3．石 4．黄褐色砂質士 5．暗黄色砂質士
褐色砂質士 9．暗褐色粗砂質士 10．暗黄褐色砂 11

6．黄色砂質士

花崗岩風化土
1．黄褐色士

7．暗褐色士
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主体部は，ほぼ中央に位置する礫群がその痕跡とゑられる。礫群は小角礫（辺長5～10c")

が約70～80c硯の範囲にみられる。二用になっている部分も一部ゑられるが，ほぼ一層である。

礫群の周囲には，東西0.9m，南北1m,深さ約0.2mの掘り方がある。掘り方の床面は凹IIIIが

多く， しかも平面形はいびつである。

遺物は墳丘南東隅の溝底部から土師器破片1点が出土したの象である。

土師器（第5図）小型器台の坏部の破片である。口径9.4c",坏部深さ2.3c加を測る。厚さは

3～8脚腕である。色調は明赤褐色を
-70．7m

呈し，胎土は極めて精良，焼成は良

好である。口縁はゆるく内湾し，端

部は丸味をもつ。坏部内面には細か

いへラ磨きがなされ，坏底部， 口緑

部はナデている。坏部外面は，磨滅

していて不明であるが，ナデ調整と

考えられる。
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第6号古墳主体実測図（1/30）
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第5図第6号古墳出土土師器

実測図（1/3）第4図

2 第7号古墳（図版3．6）

本古城は，西側の溝を第6号古城の東側の溝と共有しているかにみえる。立地は，第6号古

墳と同様丘陵尾根頂部にある。第5号古墳の東約48m,第8号古jriの西約17mである。第6号

古城と接する溝は，暗黄褐色砂から黄褐色土まで計8層の堆祉が認められる。堆稜状態からみ

ると，岐初に堆積した暗黄褐色砂は，第6号古城から流入したものとみられるが，両古噴の新

旧関係を明確にすることはできなかった。

斌丘は，東西6.5m，南北7"zの方形である。墳丘の現存高は約0.5mである。壊丘は，尾根

にほぼ面交する2本の溝（幅1.1～l.6m,深さ0.3～0.5瓶）によって区画されたものである。

旧地形は，主体部付近で約32度南に曲がっていて， しかも尾根幅は薪干狭くなっている。その

ため，東側の溝は，若干浅く短いものとなっている。盛土とぶられる部分は，第6号古域同様

薄い（厚さ約10～15c")が，地山等高線からゑると，主体部の南側は，かなりの盛土をして整
形したものとゑられる。

主体部は二重土拡で内部に組合せ式木棺を埋置したものである。主軸はN25｡Eで，頭位は

東である。二重土拡の規模は， 1段目長さ278",幅116～128c",深さ6～22cm, 2段目長さ

－4－



260cm,幅63～77c",深さlOc認である。床面はほぼ平虹である。掘り方内部には, 3用の土が

認められ，中間に赤褐色土（朱を含む）が厚さ2～3c蝿みられた。

遺物は．，土拡中央のやや東寄りの黄褐色土中から鏡1面が，鏡面を上にして出土した。鏡は

小型素文鏡である。径26”，厚さ1”で，鉦は径9”，高さ4”で，径2”の穴がある。重量

は3.8yである。鏡面は漆娯色をIi!しツヤがあるが，鏡背には細かい凹凸がある。

Ｅ
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第7図

第7号古墳出土素文

鏡実測図（1/1）

第6図第7号古墳墳丘断面図(1/1")

1．黄褐色土 2．暗褐色砂質土 3. 1職褐色質土

5．褐色砂質士 6． |噺褐色粗砂 7．暗黄褐色砂

9．花崗岩風化土

4．黄褐色砂土

8. 11間黄褐色土
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第8図第7号古墳主体部実測図（1/30）

1．黄褐色士 2．赤褐色士 3． 1階黄褐色士 K,鏡
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3第8号古墳（図版4．5．6）

本古墳群の東端に位置する円墳である。標高70.8郷，水田面からの比高約40畑を測り丘陵頂

部に立地する。この地点で，尾根は南に屈曲している。墳丘の規模は，南北13.5畑,東西14瓶，

高さ2"zである。花崗培風化土の地山を削り出して整形した後，部分的に盛土したものであ

る。地山上には,10～30c加の厚さで黄褐色バイラン土が堆積していた。墳丘の周囲には,葺石な

どの外部施設はない。また，尾根続きの西南部及び東南部において，墓域を区画する溝も設け

グ
、

足ラ

、

鱒

第9図第8号古墳及び土肱墓実測図（1/2側）

E
e8－Om－－－－

第10図第8号古墳墳丘断面図（1/150）
1．黄褐色バイラン士 2．第1主体 3．第2主体 4．土城墓 5．花崗岩風化士
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第11図第8号古墳第1主体部実測図（1/30）
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十

られていない。頂部から裾部まで，ほぼ同じ傾斜が続いているので，墳裾を決定するのは困難

であった。しかし，噴丘北側及び東側で，傾斜変換点がかすかに認められた。

内部主体は，城丘頂部に2基確認された。主軸は，いずれもほぼ東西で，並行して埋置され

ていた。内部構造は，紺式石棺と木棺r鱗の土拡である。石棺を第1主体とし，土拡を第2主

体と呼ぶことにした。

第1主体中央部よりやや南に偏在して構築され，東西方向(N89｡E)に主軸を持ち,頭位

は東である。純式石棺は，その蓋石及び小口石はあまり乱れていなかったが，側石はほとんど

が北側に倒れこんでいた。主体部はまず，頃丘頂部の地山に，長さ2.6m,幅2m,深さ0.6m

の墓拡をほぼ韮庇に掘り下げ，その中に紺式石棺を構築していた。この蕊砿は，南側では，二

重土拡のように段を持つが，北側にはない。石棺は内法で長さ180cm,幅は小口石の法量から頭

辺47c",足辺48c",深さ23c碗である。石材は，刑平な花i鮴｝が主で，蓋石10枚，小口石2枚，

側石7枚である。板石の他，人頭大から拳大の不定形な石が数十個ぶられた。 これは側壁の

高さを一定にする為や隙間を埋める為に用いられたものである。棺床には径3～4c祝の玉砂利

を， 2～5”程の厚さで一面に敷きつめていた。また，東側頭部付近には枕石と考えられる板

石が埋めこまれていた。
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第12図第8号古頃第2主体部実測図（1/30）

1．黄褐色砂質士 2．黄褐色土 3．明黄褐色砂質士 4．明黄褐色土 5．撹乱士
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遺物は，棺内から刀子lと入歯19が検出され，棺床には少量の赤色顔料が糸られたo

刀子（第13図，図版6） 鉄製の施刃である。刃部中央部から先端一----｢一T--冒霞
一一一

部にかけて欠掴している。刃部は現在32猟卿残っており，幅7卿"，背部：二二二二一

厚さ2加加を測る。茎は長さ12", IIE5",厚さ1.5""を測る。茎部に 0 5cm

は柄と承られる木片の圧痕があり，木目は茎背部の方向に対し30.上第13図第8号古墳第1
向きの角度になっている。 主体出土刀子実測図(1/2）

人骨（図版6） 歯が19本確認された。その内訳は，前歯1 ．小臼歯5．大臼歯5．臼歯

（破片のため部位不明） 8である。臼歯はほぼ揃うが，前歯は15本不足している。

第2主体第1主体の北側に沿って造られた土拡である。主軸は東西方向(N78｡E)であ

るが，第1主体より9度北にふっている。全長304cwz,幅75c"z (東側）～100cwz (西側),深さ

33c泥を測る。土拡の構造は，二重土拡ではないが，城内東端に1面，西端に2面の平坦面が作

られている。掘り方は，ほぼ垂直に掘られている。床面は平坦でなく，中央部が少しくぼんで

おり，横断面はゆるやかなカーブを描くU字形を呈している。このことから割竹形木棺（径約

45cwz,長さ約125c")が使用されたものと考えられる。土城内の土は3胴に分かれ,上から暗黄

褐色土，黄褐色土，淡黄色土であった。淡黄色土は，ガラス粉状の目の細かいものであった。

内部からは，遺物や赤色顔料等は検出されなかった。また，第2主体は，第1主体よりも墳丘

の中心部からさらにずれていること，主軸も若干ずれていることからゑて，第1主体が作られ

た後に構築された可能性が強い。

4土拡墓（図版5．6）

第8号古墳の西側墳裾に位置し，主軸を南北方向(N20｡E)に持つ土拡基である。 この土

拡は，花崗岩風化土の地山に直接掘り込まれているのゑで，墳丘などは持たない。尾根筋に直

交してつくられ，床面は南側に若干低く作られている。土拡は二重土拡になっている。まず長

さ321c",幅108～120c"z (南～北）深さ60c脱の土拡を掘り， さらにその床面に長さ270c",幅

60cwz,深さ23c加の土拡を穿っている。二段目 … ‐‐一…－－－．－－－－．－ －．．．－ －_"－．－－."---60cwz,深さ23c加の土砿を穿っている。二段目

の土拡は，小口はほぼ垂直に掘り込まれてい

るが，横断面はU字形を呈している。このこ

とから，埋葬主体には，割竹形木棺（侭約40

c加）が用いられたものと考えられる。土城内

の土層は，二段目の土拡上面まで黄褐色土が

埋まり，赤褐色土，黄色土と続いている。黄

色土は， 目の細かいガラス粉状のものであっ

た。赤褐色土は，黄色土より目が粗く，赤色

顔料によって赤く染まっていた。遺物（錐，， 土拡墓遺物出土状態（北から， 1＝鉋， 2＝土師器片）

－9－
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-69.9m －

土師器片）は， この赤褐

色土中から出土した。

遺物は，出土位置や層

位からみて，被葬者の頭

部付近の木棺直上に置か

れていたものと考えられ

る。錐1，土師器破片が

検出されたが，土師器破

片は小さいため詳細は不

明である。

錐（第15図）刃部中及

び韮部後端を欠失してお

り，腐食は著しい。現存

長20.5”を測る。

刃部は長さ3”,幅lcm,

厚さO.3c腕で，大きく(14

臓凧）上方に反っている。

表面には鏑があり，裏面

にはゆるやかな裏スキ

（1”）がある。茎部は

扇平で，幅lc",厚さ3

”を測り，断面は矩形で

ある。茎部は，端部を欠

失しているが，現存長

17.5c塊である。木や布の

痕跡は承られない。現重

量21.13である。

1
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第14図土城塞実測図（1/30）

1．黄褐色土 2．赤褐色士 3．黄色士

鮒
＆
一一一一二二 一

一

0 10Cm
岸F－－－－7－f－－虐罫

第15図土砿墓出土鉋実測図(1/2)
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Ⅳま と め

石鎚権現古城群は， 8基の古噴で榔成されるもので，本書に収録したものは，第6～8号古

墳の3基及び土城蕊1基である。いずれも前半期のもので，声田川-ド流域の右岸における古壌

のあり方の一部があきら力吻こなった。以下その要点を集約してまとめにかえたい。

立地いずれも丘陵尾根上にある。立地から分類すると，第1～4号古頃(A群）と第5～

8号古墳(B群）の2群に分けることができる。標高は60～75mにあり，第1 ．2．5号古壊

が最高所に位置している。水田面からの比高も30～45腕あり，駅家・神辺地区を一望のもとに

収めることができる。

墳丘いずれも地山を掘削して坑形を整え，わずかに盛土したもので， 自然地形を利用した

ものである。規模は， 第8号古境が徒14m,第6．7号古墳が辺長約7"zで，小規模なもの

である。墳形は，円噛（8号）・方戦（6．7号）の2種で，特に方城のあり方は注目され

る。尾根に戒交する溝で蝋域を区画した簡素なもので， しかも一本の満を共用しているかにゑ

えるのは，密接な関係を暗示するものである。

内部主体組合せ式木棺・割竹形木棺・紺式石棺がある。木棺はいずれも土城内に面接収め

られているが，第6号.jif城の場合，城底に礫を敷いていた。また， 土城に収められていた

のも割竹形木棺で，木棺が多くゑられる。第8号古城の主体部のあり方は，対岸の才谷第3号
（1）

古城を想起させるものである。

出土遺物小型衆文鏡，錐， 刀子各1点，土器片2，人'|mi･の歯19で，質・量とも貧弱であ

る。素文鏡は．篠26厘厘と非常に小さなものであるが，鏡としての形態は整っており，鋳上りも
（2）

良い。類例は，妓近鳥取県長瀬高浜遺跡でも出土しているが，当迩跡の場合，副葬品としてで

はなく，祭杷品として用いらられたものである。この種の鏡は，いわゆるミニチュア品で，祭

杷用のものが多く，第6号古坑のように副葬されているものは少いようである。

年代内部主体の構造や副葬品のあり方，須恵器が全くゑられない点などからみて，いずれ

も前半期のものである。しかし， fli代推定の好資料となる土器は，第6号古城裾出二[:の土師器

1点のみである。 二I伽器は，須忠器と共伴しない古式のもので，実年代は4世紀末～5世紀前

半と熟られる･各il噸の築造順序は明確でないが，ほぼ同時期のものであろう。

被葬者第6～8号TIf城及び土城蝋は，その位置関係からゑて，密接な関係を持っていたも

のと考えられる。特に第8号古城の場合i夫婦蕊のIjI能性が大きい。第5号古城（前方後円

坑）や南接する今岡遺跡（ﾆﾋ拡蕊群）との関係も今後追求すべき課題である。

広島県教育委員会『県営駅家団地造成地内遺跡発掘調査報告』1976･

鳥取県教育文化財団中部埋蔵文化財調査事務所「鳥取県羽合町長瀬高浜遺跡」 『考古学ジャー

ナル』恥181 19釦。

(注） 1

2
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図版1

△調査前全景（西から） ▽調査後全景（西から）
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図版4
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図版5
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